
千葉県立姉崎高等学校 進路室だより   令和４年１月７日 第２２号 

みちしるべ 
 

希望に満ちた進路をめざして  

年末の紅白歌合戦の白組の“トリ”は福山雅治さんの「道標」でした。福山さんが見ている

命の道標は、女手一つで子供を育て福山家を繋
つな

いできたおばあちゃんに捧げたもので、苦労

をして生き抜いてきた命の強さを受け継いで行きたい、という気持ちが伝わってきます。 

大きく見れば、それは人類全体にも言えることではないでしょうか。先祖がいたから自分

がいる。生き抜いてきた強さを自分も受け継いで、次の世代にバトンタッチして行く。永遠

と続いてきた人類の生き方の中に、自分の人生の道標を見つけられたら幸せではないでしょ

うか。福山さんだけではない、誰にも繋
つな

がる意味が「道標」という歌詞から感じるのです。

道標を見失ったら、誰でも迷ってしまいます。自分の道標を見つけてみては如何
い か が

でしょうか。

何か人生の指針が見えてくるかもしれませんね。この進路だよりのタイトルにも同じ気持ち

を込めています。 

進路指導部より 
進路室に来校された多くのお客様は、「身だしなみがしっかりしていますね」「あいさつが

気持ちいい生徒が多いですね」とほめてくださいます。ルールメーカー育成プロジェクトで

校則の変更が検討されていますが、現在の姉高生の身だしなみは、すこぶる地域からの評判

がいいことが事実としてあります。個人的には拙速
せっそく

な変更は慎重になるべきだと考えます。 

昨年末時点での３年生の進路状況は、在籍１５３名中、１４４名が内定しました。こ

れから大学受験する３年生が４名、専門学校への受験が２名で、もうひと踏ん張りです。ま

た、すでに夢や目標をかなえた人も、少し妥協した人も、４月からの活躍を期待しています。 

以下、進路より２つお話します。 

まずは大学への進学についてです。昨年度は共通テストでの英語民間資格検定等の利用中

止に続き、国語と数学での記述問題を取りやめるという混乱がありました。これらはあくま

で、センター試験に代わった共通テストの話で、入試から記述問題がなくなるわけではあり

ません。むしろ増えることが想定されます。 

今年は新入試２年目、９月末～１０月に総合型選

抜、１１月以降に学校推薦型選抜がありました。お

およそ各大学の傾向や合否の基準がわかってきまし

た。また、今年度は調査書が大きく変更され、特別

活動の記録などを記載する欄が大幅に増えました

が、ほとんど活用されていないのが現状です。 

次に就職ですが、夏休みまでに約１４００社からの求人がありました。この空前の売り手

市場は、次年度も続くと思われます。人気の一般事務職は姉崎高校にはほとんどきていませ

ん。過去に比べれば求人は出ていますが、少ない募集に多くの生徒が集まってしまう傾向が

あり、民間企業の事務職は激戦です。 

１、２年生は、進学・就職希望者とも、学力の向上が重要です。基礎学力の向上が、すべ

ての進路に必要です。また、部活動、趣味、学校外での活動、資格・検定、ボランティア活

動などにも取り組みましょう。ペーパーテストの点数よりも人間力が評価される時代です。 

１／２２（土）フルハーネス 
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教育界の課題 
現在の教育界では、社会の問題点を見つけ、見つかった問題点の改善策を探るという活動

が求められています。教育の場において探求型学習、課題解決型学習と呼ばれているもので、

今教育界をあげて取り組んでいる課題です。それに向けて大学入試も改革が進んでいます。

この改革とは、思考力、判断力、表現力、実践力、他者との協働力といった学力を重視した

受験へと変化しているのです。 
 

探求型学習とは 

「少人数グループでの学習などにより、学

生が能動的・主体的に学習を行い、課題探求

能力、課題解決力、コミュニケーション能力

などを育成すること」を目的とした学習です。

また、他者の異なる意見や価値観に触れる中で、他者と協調して活動する必要性を実感して、

自分をより良い方向に成長させる意欲を高めることを目的としています。 

こうした大学教育改革の大きな動機として、企業が求めている人材の変化があります。 

今、企業は自ら考え自ら動く自律型人材を求めています。上から指示された仕事を効率よ

くこなす人材も必要ですが、自分で新しい仕事をつくりだし、自分で仕事のやり方を考え実

行していく人材が求められています。こうしたことの背景は、変化が激しく予想できない社

会に突入しているということです。それは２つあります。 

１つ目は国際化です。企業の海外展開、文化などの国際交流が盛んになっています。多く

の日本人が海外で活動し、多くの外国人が日本で活動しています。言葉や文化の異なる人々

とのコミュニケーションや合意の形成が必要です。 

第２の大きな変化は人工知能（ＡＩ）の発達と実用化です。最近の予測

では「今後１０～２０年でアメリカの雇用者数の半分の仕事がコンピュー

タ化される可能性が高い」「２０１１年度にアメリカの小学校に入学した

子どもたちの６５％は、大学卒業時に今は存在していない職業に就
つ

く」と

予想されています。 

ＡＩは膨大なデータを活用し、定められた目標に対して正解を導き出す

ことが得意です。多くの情報を駆使して効率よく仕事をこなすことに長け

ていて、自動車の運転、会社経営の判断、在庫管理・生産管理、人々の健

康管理から病気診断まで、多くの仕事がＡＩにとって代わられようとしています。 

これは、ＡＩに仕事を奪われるということではなく、ＡＩにより人間の活動が変わるとい

うことです。人間は機械的仕事やデータの山から解放され、ＡＩにできない活動をするよう

になるということを意味します。今の教育改革は、ＡＩにできないことをやる人間を育てよ

うとしています。社会の課題を発見し、改善を立案し、他者と協働して実践する。これらは

ＡＩに出来ません。社会の改善の立案は何故ＡＩにできないのか。それは、社会の改善には、

より良い社会とはどうあるべきかという価値観が必要ですが、ＡＩは価値観を持つことがで

きないからです。価値観は人間の領分です。 

より良い人生を求めること、上手に生きるのではなく善く生きようとすること。目標を持

って生きること、それらはいつも忘れてはならないことです。これからは自分の力をどれだ

け発揮できるかが問われているのです。 



私立大一般入試について 
 今週末１月１５日（土）と１６日（日）に、大学入学共通テストが実

施されます。この共通テストを受験する本校生徒は６名です。 

私立大の入試形態はどうなっているのでしょうか。教科数は１教

科のみから共通テスト５教科利用まで幅広くあり、最近の私立大入

試はかなり複雑です。併願作戦としては次のような例があります。 

①有利な入試方式を選んで受験する。 ②志望大学を、何度も受験する。 ③併願校の難易

度に幅をもたせる。これが合格率を高める３つのポイントです。 

志望大学への出願は、共通テスト受験前と受験後に分かれます。共通テスト利用入試の合

格ライン偏差値は、一般選抜（個別入試）より、１～３ポイント高くなることが多いです。

逆に言うと、一般選抜の方が合格しやすく、共通テストでは不合格でも一般選抜・個別入試

では合格というケースが多くみられます。 

 したがって、共通テストのみの私立大受験というのは得策ではありません。また思うよう

な点数が取れなくて一時落ち込むこともありがちですが、以上のような実情を踏まえ、追い

込み学習に集中することが大切です。②の志望大学は何度も受験、③の併願校の難易度に幅

をもたせることも大切。受けるのは高いハードルの第一志望校だけというのは危険です。 

 本番までに効率的に対策できる学習計画が必要不可欠です。自分合った適切なスケジュー

ルは、日々の達成感がモチベーションの維持につながります。 
 

高校生から社会人へ  

「高校生と社会人の違い」「どんな社会人になりたいか」とい

う作文テーマが今年度の就職試験でも出題されました。高校生の

あなたがどんなに背伸びをしても、仕事ができ、性格がよく、学

力優秀で誰からも愛される…、そんな人物が、いるわけがありま

せん。でも、そういう人間に”なる”のです。そのためには、社会

人になることを、高校生の延長と考えてはいけません。むしろ、

まったく違うものだと考えるべきでしょう。 

挨拶・礼儀・言葉遣い・謙虚な気持ち・素直さや真面目さ・私がやりますという前向きで

積極的な行動…。どれもが、普段から先生方が声をかけていることです。 

例えば、正しい挨拶や言葉遣い、声のボリュ－ムのコントロ－ルなどに日頃から気をつけ

ましょう。就職を希望するなら、先生に友達言葉で話すのを改めることから始めます。時・

場所・状況に応じて使い分けることが大切です。職員室などに入室する際、マナーや言葉遣

いを訓練する機会があります。意識して敬語を使えるようにします。また、遅刻や欠席とい

う、時間にルーズなことは社会では全く認められません。明日から時間を守る決意をして実

行しましょう。 

平気でゴミを捨てたり、掃除をサボったりする人を誰が信用しますか。染色髪・化粧・ピ

アスなどは論外。社会が高校生に期待すること、それは「外見ではなく、内面を磨き育てる

大切な時期」であることです。 

自分の感情のおもむくままに、好き嫌いや、やりたいことだけを考える『半人前』の人か

ら、物事の計画をしっかりと立てて周りの人のことを考えられる人になったとき、『一人

前』へと近づきます。その社会性を身につけることが求められているのです。 
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卒業生からのメッセージ 
佐久間大貴先輩より （陸上競技部） 

流通経済大学スポーツ健康科学部１年の佐久間

です。私は進路を選択する際に大学に進学して陸上

競技を続けたい、もっとスポーツのことを勉強した

いと思いこの大学に進学することを決めました。 

勉強と部活動をしながら家事やバイトをする毎

日はとても大変ですが、自分の好きなことを続けさ

せてもらえていることに感謝して日々楽しみなが

ら頑張っています。そんな私から皆さんに伝えたい

ことは 2つです。                大学のキャンパスにて（写真右が佐久間君） 

まず 1つ目は、私は高 3の時に大学に進学して陸上を続けるか迷いました。自分の気持ち

に素直になった時に、まだ陸上を続けたい、スポーツを学びたいと思って進路を選択しまし

た。自分の人生は 1度しかありません。やりたいことをやらないのは損です。どんな小さな

ことでもやりたいことがあるなら後悔しないように挑戦してください！ 

そして 2つ目です。今皆さんには大切な人はいるでしょうか？家族、友達、恋人、部活の

後輩や先輩、先生など皆さんの周りには様々な人がいると思います。私にとって大切な人た

ちはここに挙げた全員です。陸上を続けたいと言った時に背中を押してくれた家族や先生方、

地元から応援してくれている人たちには感謝していますし私の原動力となっています。 

今皆さんの周りにも大切な人たちはいると思います。その人たちに感謝して、大切にしな

がら高校生活を過ごしてください！ 
 

コロナ禍での２年目の新年を迎えて   進路指導部長 石川より 

新型コロナウイルスの感染が地球規模で再拡大する中で、新しい年を迎えることになりま

した。年末年始のヨーロッパなどでは過去を凌
しの

ぐすさまじい感染爆発が起こっており、収束

する気配が見えません。日本も第６波が懸念されています。 

皆さんはこれからも自分自身と家族を守り、周囲の大切な方々を守りながら、一度しかな

い高校生活を前向きに過ごしてほしいのです。そのために、一人ひとりが感染防止や拡大阻

止のためにできることを今一度確認して、コロナ禍を乗り越えてほしいと願っています。 

ただ、足許
あしもと

を見たときに、普通の生活が送れないことに焦る気持ちを持つこともあるでし

ょう。私も、毎年出かける旅行や、昨年やっておきたかったことの多くが実現出来ない毎日

に、気持ちが焦
あせ

ることがありました。そんな時、夏目漱石が門下生であった芥川龍之介と久

米正雄にあてた手紙の一節を思い出しました。「焦らず、深く考え、根気よく問題に対処する」

ことに徹
てっ

しようと心を励ましています。漱石は次のように述べています。 

「牛になることはどうしても必要です。我々はとかく馬になりたがる

が、牛にはなかなかなり切れないです。・・・焦ってはいけません。頭を

悪くしてはいけません。根気づくでお出でなさい。・・・」 

勿論
もちろん

、漱石は、今回のような大きな災禍
さ い か

に遭遇した際の心構えを説い

ている訳ではありませんが、とかく焦って急いでしまう私たちにとって、

大切なものを見逃さないためにも必要な指針だと思っています。 


